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西中国山地におけるソウシチョウの生息状況
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Abstract : The Red.b i l led Le iothr ix , Le io" "〃〃"" , was found for the first t ime in N ish i -Chugoku

Mountains in the Jippo pass, Hatsukaichi city, Hiroshima Pref" on August 2002・In the next year, it
was found in Mt. Jippo, Mt. Garyll, and Mt. Osorakan and around the Tateiwa dam. 1n 2003, 79
individuals were captured and banded. The habitats of Redbilled Leiothrix were recorded mamly m
the broadleaved forest with S(zs(z tsMboi"" on the forest [loor, at an altitude above 900m.
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は じ め に

ソウシチョウLeio""" 11""は中国南部，ベトナム北部，ミャンマー北部，インド・アッサム地

方，ヒマラヤ西部などに分布するチメドリ科の鳥である．国内には飼い烏として輸入され，飼育
されていた．それらの中で逃げ出したものが野外に定着して自然林で増加している．本州では六
甲山系,生駒山系,大台ヶ原,丹沢山系,秩父山系,筑波山などで繁殖しており，九州では1 ,000m
を超える山系のほとんどで繁殖している（日本生態学会2002) .
外来鳥類の増加による在来野生鳥類への影響としては，遺伝子汚染，病気の媒介，競争，補食
による在来種の排除などが懸念されている（東條1996) .また，ソウシチョウなどの鳥類移入へ
の対処についても議論されている（江口・天野1999)．九州のえびの高原ではソウシチヨウとウ
グイスCe""岬"0〃eが同じスズタケS"""0"" bO7""s群落内で繁殖している．ソウシチョウの
繁殖個体の増加により，カケスGα"抑"4s gj(z""γ伽sやヘビなどの捕食者の移入を促進し，その結
果ウグイスの繁殖成功率の減少をもたらしたことが示唆されている(Amano and Eguchi 2002) .
また，外来鳥類による新たな寄生虫症の発生は，在来野生鳥類に対し深刻な影響を及ぼすことが
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懸念されており，ソウシチヨウの寄生虫の調査が行われている（吉野ほか2003)．

広島県内におけるソウシチヨウの生息はこれまでに，比婆郡比和町吾妻山で200 1年7月（飯田
知彦氏 私信）と2003年10月26日（酒井洋子氏 私信）に確認されている．また，広島市牛田山
で2001年9月に確認されている（飯田知彦氏 私信)．西中国山地におけるソウシチヨウの記録
はこれまで報告されていなかったが，今回の調査で4ヶ所での生息を確認したので報告する．

広島県西部から北西部にかけては吉和冠山(1 ,339m) ,広高山(1 ,271m) ,十方山(1,318.9m) ,

恐羅漢山(1,346.4m),臥竜山(1,223.4m),掛頭山(1,126.1m),天狗石山(1 ,191.8m),阿
佐山(1 ,218.2m)などの1,000m級の山々が連なり，西中国山地を形成している（図1).調査範
囲は西中国山地に属する吉和冠山，広高山，十方山，恐羅漢山，聖山，臥竜山，大佐山，掛頭山，
雲月山，天狗石山，阿佐山，深入山などの1 ､000m級の山である．

ソウシチョウの生息調査は2002年8月30日から2003年12月7日までの間に，冬季をのぞいて週
1回の間隔で行った．ソウシチョウの確認は，目視，さえずりの聞き取り，標識調査での捕獲に
より行った．捕獲はカスミ網（24メッシュ）を用いて行った．ソウシチョウが水浴びをしにくる
と思われる渓流や，移動経路として利用している林道などにカスミ網を張って待機した．捕獲さ
れた個体については性，年齢や繁殖状態を調べ，外部形態を測定した後，環境省の鳥類標識用の
足環を装着して放鳥した．野外での観察は双眼鏡（8倍）によって行った．

1．生息状況

廿日市市十方山林道の調査地では，2002年には8月30日に2羽を目視確認した．9月7日には
2ケ所でそれぞれ2羽ずつ目視確認した．11月3日には生息を確認できなかった2003年には
5月18日の調査では確認できなかったが,6月1日に十方山林道の下山橋付近で2羽を確認した．
6月8日に下山橋付近で標識調査により雌雄各1羽を捕獲した．雌には抱卵班が確認された．ま
た，この周辺では3個体のさえずりを確認した．8月15日に下山橋から西へ約200 mの地点でつ
がいと巣立ち雛を確認した．10月4日に下山橋付近で大きな群れが見られ，標識調査で49羽を捕
獲し足環を装着した．この群れにはカスミ網にかからなかった個体もふくまれているので，少な
くとも50羽以上の群れであった．この群れはミズキCo""s cO70j7'ofjg7ざαの果実を採食していた.10
月19日に下山橋付近で標識調査を行い21羽を捕獲した．うち,6羽は10月4日に標識した個体で
あり,15羽は未標識個体であった.11月8日に下山橋付近で標識調査を行い4羽の未標識個体を
捕獲し，標識した．
11月16日および11月22日の調査では生息を確認できなかった．

調査地の概要

調 査 方 法

調 査 結 果
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● ソウシチョウの確認地点
廿日市市十方山林道
廿日市市十方山
山県郡戸河内町恐羅漢山
山県郡芸北町臥竜山
廿日市市立岩ダム湖畔

国土地理院発行の20万分の1地勢図（広島）をもとに作製

図1 調査地の概要
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廿日市市十方山山頂の生息地では，2003年11月1日に北側斜面の標高約1,300mの地点でさえ
ずりを確認した．

廿日市市立岩ダムの生息地では，2003年11月24日に立岩ダムの西側湖岸の標高約520 mの地点
で10羽前後の群れを確認した.11月29日に同一地点で標識調査で9羽を捕獲し，標識した.12月
7日に同一地点で3羽を再捕獲した．

山県郡戸河内町恐羅漢山の生息地では，2003年8月3日に北側斜面の標高約1 ,100mと約
1 ,200mの2地点でそれぞれさえずりを確認した.10月5日に北側斜面の標高約1, 100mの地点で
さえずりを確認し，標高約975 mの地点で10羽前後の群れを確認した．
山県郡芸北町臥竜山の生息地では，2003年8月15日に北側斜面の標高約1,100mの地点で3羽

を標識調査で捕獲した．

2．生息地の環境

廿日市市十方山林道の生息地は標高約880 mの地点（図1の1)で，高木層としてミズナラ
Q"97℃"s 77107zgo"",サワグルミP""c""γ加加"αなどが見られ，亜高木層としてチドリノキA ce7
cαγ”’加"秘サル，アサガラPtg7りs砂m" cO7y"zbosaなどが見られ，低木層としてイブキザサsasα
'S"伽i"1αが繁茂している渓畔林である（図版1-A．B).
廿日市市十方山山頂の生息地は，北側斜面の標高約1 ,300mの地点（図lの2)で，高木層とし
てブナRZ邸↓Sc"'"加が見られ，低木層としてサワフタギSj'""/ocos c"7'27'sisが見られ，イブキザ
サが繁茂している（図版2-A･ B).
廿日市市立岩ダムの生息地は，立岩ダムの西側湖畔の標高約520 mの地点で，高木層としてコナ
ラQ"e""s se""αやスギC7"""""""o"caなどが見られ，低木層ではヤダケPse"os"""07"c(I
が繁茂している

山県郡戸河内町恐羅漢山の生息地は，北側斜面の標高約1 ,100mと1,200mの地点（図1の3)
である．高木層としてブナやトチノキA csc""s "7'6"z"αなどが見られ，低木層ではサワフタギ
Sy"ゆlocos c"7121@sjsが見られ，イブキザサが繁茂している（図版2-C･ D).
山県郡芸北町臥竜山の生息地は，北側斜面の標高約1,100mの地点（図1の4)で，高木・亜高
木層ではブナやトチノキなどが見られ，低木層ではクロモジL伽dem 2""I)g""eやオオカメノキ
w仇"ｿz"""伽℃"""などが見られ，草本層ではオクノカンスゲC"" Jb"osiss""やコバノフユイ
チゴR" "sﾒ)" "7ze""sなどが見られる（図版3-A･ B) .

九州におけるソウシチョウの生息環境は，スズタケS""11071" I)01F(z"sの繁茂する標高1 ,000m
以上の落葉広葉樹林である（日本生態学会2002)．また，茨城県筑波山の生息環境も林床にスズ
タケが密生する落葉広葉樹林である（東條・中村1999)．スズタケは広島県内では，ソウシチヨ
ウがみられる標高の高い中国山地脊梁部には分布しない(竹田1995) .十方山林道,十方山山頂，
恐羅漢山の生息地はいずれも林床にイブキザサが繁茂する落葉広葉樹林であり，標高は880 mか
ら1 ,300mであった．また，十方山林道から東へ約2.5km離れた内黒峠でも2003年9月に確認され

察考
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ているが（吉見良一氏 私信)，ここも林床にイブキザサが繁茂する落葉広葉樹林である．臥竜山
の生息地の林床はクロモジやオオカメノキがみられ，ササ類は生育していない．臥竜山では標識
調査で確認されただけで，その後の確認がされていないので，移動途中の個体と考えられる．た
だし，臥竜山の南側斜面にはチマキザサsasα“""α"が繁茂しており，ここで繁殖している可能
性がある．

繁殖については巣立ち雛を十方林道で確認しただけで，巣はまだ確認されていない．繁殖期に
はつがいでなわばりをかまえて分散しており,今のところ密度が低いので巣の発見が難しかった．
生息確認も繁殖期は分散しているうえ，姿もあまり見せないので難しいが，さえずりを手がかり
に生息を確認することができる．

10月初旬ころからは数羽から50羽以上の群れをつくり，にぎやかにさえずりながら行動するの
で,生息を確認するにはこの時期が適している．ソウシチョウはアオハダ〃" ""c7"0",ミズキ，
オオカメノキW"""" """""などの果実を食べることが報告されている（東條・中村1999) .
十方林道の生息地は落葉広葉樹からなる渓畔林が発達しており，ミズキ，ツルウメモドキ

Cgﾉ“""s O7'bic"""s,アオハダなどの果実をつける樹種が多く，餌資源も豊富である.10月初旬
からミズキの多い場所に執着し，約1ヶ月にわたって果実を採食している群れを確認することが
できた．しかし，11月中旬になるとソウシチョウの生息が確認できなくなった．
一方，11月24日に廿日市市立岩ダム湖畔で10羽の群れを確認したことから,11月下旬になると

標高の低い温暖な地域に移動することが考えられた．

西中国山地とならんでブナ林が発達している備北山地でのソウシチヨウの生息は吾妻山で確認
されている．吾妻山をはじめとして，比婆山，大万木山，猫山などの備北山地にはイブキザサが
分布しており（竹田1995)，今後これらの地域でソウシチョウが確認される可能性がある．
九州の森林においては下層部利用種が少なく，ソウシチョウと競合する有力種がいないことが
ソウシチョウの定着増加をもたらしたと考えられている（江口・増田1994)．西中国山地におい
ても，森林の下層部利用種はウグイスくらいなので，今後も広範に定着増加する可能性があり，
引き続き観察してゆく必要がある．

本調査を行うにあたり，ササ類の同定をしていただいた毘沙門台小学校の斉藤隆登氏，調査等
にご協力いただいた修道学園の寺山美穂子氏，広島県衛生研究所の島津幸枝氏，広島フィールド
ミュージアムの木村幸子氏，木村路子氏の方々にこの場を借りて厚くお礼申し上げる．また，ソ
ウシチョウに関する情報を快く提供していただいた，日本野鳥の会の山本裕氏，吉見良一氏，

酒井洋子氏，広島クマタカ研究会の飯田知彦博士にお礼申し上げる．

12002年8月に廿日市市十方山林道において，ソウシチョウの生息を西中国山地で初めて確認
した．
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A :生息環境の林床部

B : 生 息 環 境
C :生息環境の林床部
D : 生 息 環境
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l.LI県郡戸河内町恐羅漢山

2003年11月
2003年11月

2003年10月
2003年10月

1 日

1日

5日

5 日



図 版 2

- 1 1 9



図 版 3
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